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屋根工事 
屋根材料には、防水性はもちろん、美観性や施工性など多くの性能が求められます。 

ましてトラックの横付けも出来ないこの場所で、学生達に施工できる材料となります

と、そう多くの選択肢はありません。今回選んだのは、一般的に“トタン”（不正確な呼

び方ですが・・）と呼ばれる、薄い鉄板をメッキして波状に加工したものです。亜鉛メッ

キが主流ですが、耐候性が数倍高いとされる、ガルバリウムメッキされた波板にしまし

た。独特の銀色をした材料で、波の山部分に傘釘と呼ばれる専用釘で打ち付けます。 

8尺（2420ｍｍ）ものを全部で 24枚、約半日で作業を終えました。 

屋根工事の手順 
垂木（流れ方向の下地材）取付 

野地板（屋根全面の下地板）張り 

防水紙（アスファルトルーフィング） 

波板取付 

今回の屋根勾配は 3/10（３寸勾配と 

呼びます）なので、屋根上での作業は 

比較的容易です。５寸勾配程度が限 

度で、それ以上急勾配になると屋根に 

も作業用の足場が必要になります。 

 

波板の重ね具合や傘釘の位置を揃

えるなど、単純な仕事にも工夫のしど

ころはたくさんあります。 

野地板は 50ｍｍの釘で

固定。和歌山の現場で

はくわえた釘を飲み込ん

だ学生も・・・。 

このPDFはpdfFactory試用版で作成されました www.nsd.co.jp/share/pdffact

http://www.nsd.co.jp/share/pdffact
http://www.nsd.co.jp/share/pdffact

